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データ作成ツール紹介
見える化共通入力フォーマット

バス事業者向け GTFSデータ変換ツール
データ整備の継続性

（一社）日本バス情報協会 GTFS初任者講習会
2023年7月6日

公共交通利用促進ネットワーク 伊藤浩之

～ツール作成者の立場・データ作成者の立場・バス利用者として～
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見える化共通入力フォーマット



見える化共通入力フォーマット
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 「三重県の公共交通ネットワークの見える化」プロジェクトにて開発
したフォーマット
 2016年３月に「見える化共通入力フォーマット」を初版作成

「三重県生活交通確保対策協議会」＆「公共交通利用促進ネットワーク」

 「標準的なバス情報フォーマット」が制定（2017年３月）される前から取り組みを実施

 GTFSのデータ構造を意識せずに、直感的に入力できるように考慮
 必要な項目に絞っているため、他のツールより入力項目が少ない

 自治体のコミュニティバス、小規模バス事業者に最適なツールです
（15路線程度まで）

 三重、岐阜、愛知県をはじめ
長野、近畿、中国地方、四国、九州などで活用が進んでいます

 本日 最新バージョンを公開、解説書も改訂しました。
ダウンロード・・・https://www.rosenzu.com/net/mieru/fm/



デモンストレーション
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見える化共通入力フォーマットの課題
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 機能が高機能になり入力方法が難しくなってきた
 行先を系統ごとに任意の地点で切り替える機能を設けたが、入力方法が直感でわかりにくい

 路線数が多いと変換処理に時間がかかる

 今回いただいた質問、研修会などの意見を参考に、今後バージョンアッ
プを進めていきたい
特にチェック機能を強化したい
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バス事業者向け
GTFSデータ変換ツールの事例

このほか、
GTFSデータ出力に対応したダイヤ編成システムや

バスロケーションシステムからGTFSデータを出力する方法もあります



GTFSデータ変換システムを構築

7

 ダイヤシステムデータ、運賃表示器データをもとに
GTFSデータに変換

ダイヤシステムにない情報は
変換システムにて入力

契約輸送
スクールなどは除外する



変換する上で考慮した点
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 時刻表に記号で示されている「行先」「経由」「運行日」を
読み取り、行先表記、運行日に反映する必要がある
※その他 降車専用、予約便も考慮する必要がある

学休日運休

学休日運休

学休日除く
平日は

細江駅前行

学休日除く
平日は

細江駅前行



バス事業者にて、データ変換で行うメリット
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 ダイヤシステムデータ、運賃表示器データを使用するので、
ミスが無い

 「ダイヤシステム」と「GTFSデータ」の二重入力の手間が
ない

 データを投入→標柱位置などを登録→ GTFSデータ出力が
スムーズに行える（１～２日程度）
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データ整備の継続性の重要性



データ整備の継続性の重要性（１）
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 データは一度作成しておしまい・Googleに掲載されたらゴー
ルではありません
継続して維持・管理していくことが大切です

 初回のデータ更新はこなせても、データ更新がうまくできな
いケースが見受けられます。
 データ更新が必要なことを失念する
 軽微な変更（停留所名称の変更）のため、データ更新しなくても良いと考えてい

る→軽微な変更でも対応したほうが良い
 ツールの使い方を忘れてしまう
 担当者が変わり、ツールやパスワードなどの引き継ぎが行われていない
 外部委託しているが、予算を確保していない
 データは更新したが、オープンデータ公開・Googleへのアップロードをしていな

い



データ整備の継続性の重要性（２）

12

 ダイヤ改正のルーチンワークにデータ更新も含める（配布時刻表、HP、バス停の
メンテナンスと同じ）

 外部委託する場合は、予算の確保を行う（軽微な変更も考慮）

＜参考事例＞
 岐阜県、三重県では 県から自治体に確認を取り ダイヤ改正予定を把握

→データ更新をうながす
 岐阜県では、

・毎年 講習会（初級編・ダイヤ改正編）を実施
 三重県では、

・見える化アドバイザーが、データ更新をフォロー

経路検索を信じた結果、時刻が違っていてバス停で途方に暮れた経験があるからです。
「検索を信じた結果、寒い中待てどもバスが来ないと困っている利用者がいる」という状
況は想像できているのでしょうか

GTFSデータは利用促進に必ず役立つ強力な武器となるものです、確実にデータ更新でき
るように努めていきましょう。

データの継続性にこだわる理由



データ整備の継続性の重要性（３）
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 データ更新をこまめに
行えている好事例
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